
 
 

 

第９回シンポジウム 

ＳＤＧｓ-ＳＷＨ 

スマートウェルネス住宅の最新研究成果とＳＤＧｓ達成に向けた今後の課題 
 

 

 

＜講演資料＞ 

 

 

 

 

 

令和元年７月２日（火） 

主婦会館プラザエフ 7 階カトレア 

 

 

主 催 

 

共 催 

 

グリーン建築推進フォーラム（GBF-IBEC） 

Green Buildings Promotion Forum



プ ロ グ ラ ム（ 目 次 ）  

                                                              はやし たつや 

司会：千葉大学大学院 工学研究科 創成工学専攻 建築学コース 准教授  林 立也 氏             
(資料ページ) 

13:30～13:35 

(5 分) 
開会の挨拶       (一財)建築環境・省エネルギー機構理事長 

東京大学名誉教授、グリーン建築推進フォーラム代表 

むらかみ しゅうぞう 

村上 周三 氏  

13:35～14:00  

 

【基調講演】 ＳＤＧｓ-ＳＷＨの開発 
         ＳＤＧｓの理念とウェルネスハウスの深化・拡大 

 

(25 分) （前出） 

むらかみ しゅうぞう 

村上 周三 氏 

 

p.1 

14:00～14:40 
【ＳＷＨ最新成果報告１】 

スマートウェルネス住宅に関する得られつつある医学的エビデンス 

 

(40 分） 慶應義塾大学 理工学部 システムデザイン工学科 教授 

いかが としはる 

伊香賀 俊治 氏 

 

p.17 

14:40～15:20 
【ＳＷＨ最新成果報告２】 

スマートウェルネス住宅の評価ツール 

 

(40 分） 芝浦工業大学 建築学部 建築学科 教授 

あきもと たかし 

秋元 孝之 氏 

 

p.53 

15:20～15:35 

  (15 分） 
休憩 

  

15:35～16:25 

(50 分) 

【パネルディスカッション】 
次世代スマートウェルネス住宅の理念構築における SDGｓの枠組の活用 

 

 

p.73 

 司会：北九州市立大学 国際環境工学部 建築デザイン学科 教授 

しらいし やすゆき 

白石 靖幸 氏 

 

 パネリスト: 国土交通省 住宅局 住宅総合整備課 住環境整備室長 

やどもと しょうご 

宿本 尚吾 氏 

 

p.75 

 

 

 

                       パネリスト: （前出） 

むらかみ しゅうぞう 

村上 周三 氏 

 

 パネリスト: （前出） 

いかが としはる 

伊香賀 俊治 氏 

 

                        パネリスト: （前出） 

あきもと たかし 

秋元 孝之 氏 

 

 討論：パネリスト・会場による総合討論 
  

16:25-16:30 

  (５分)  

閉会の挨拶                          東京都市大学名誉教授 

グリーン建築推進フォーラム広報 WG 主査 

ぼうがき かずあき 

坊垣 和明 氏 
 

 

（プログラムは変更する場合があります。） 

 



基調講演 

演   題︓ＳＤＧｓ-ＳＷＨの開発 ＳＤＧｓの理念とウェルネスハウスの深化・拡⼤ 

ご講演者︓ 
村上 周三 ⽒ 

（⼀財）建築環境・省エネルギー機構 理事⻑ 
東京⼤学名誉教授 

1942 年 愛媛県⽣まれ 
【略歴】1985 年 東京⼤学 ⽣産技術研究所 教授（〜2001 年） 
    1999 年 デンマーク⼯科⼤学 客員教授（〜1999 年） 

2001 年 慶應義塾⼤学 理⼯学部 教授（〜2008 年） 
2003 年 東京⼤学 名誉教授 
2003 年 建築環境・省エネルギー機構 理事⻑（現職） 
2005 年 ⽇本建築学会 会⻑（〜2007 年） 
2008 年 建築研究所 理事⻑（〜2012 年） 
2010 年 環境未来都市 構想有識者検討委員会（内閣府）等 座⻑ 
2015 年 新国⽴競技場整備事業の技術提案等審査委員会 委員⻑ 
2018 年 ⾃治体 SDGｓ推進評価・調査検討会（内閣府） 座⻑ 

【主な受賞歴】 
【国内賞】1989 年 ⽇本建築学会賞 

1975〜2007 年 空気調和・衛⽣⼯学会賞（計 15 回） 
2004 年 ⽇本⾵⼯学会学会賞 
2014 年 ⽇本建築学会⼤賞 

【国際賞】1998 年 ASHREI（アメリカ暖房冷房空調学会）ベストペーパー賞 
2001 年 ASHREI（アメリカ暖房冷房空調学会）フェローアワード 
2002 年 SCANVAC（ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱ空調学会）ジョン・リドバーグ ゴールドメダル 
2007 年 サステナブル建築国際会議（ソウル） 優秀研究賞

  2007 年 IAWE（世界⾵⼯学会）アラン・ダベンポート メダル 

【主な著書】 
2000 年 『CFD による建築・都市の環境設計⼯学』（単著）東京⼤学出版会 
2006 年 『サステナブル⽣命建築』（共著）共⽴出版 
2007 年 『CASBEE 住まい「⼾建」⼊⾨』（共著）建築技術 
2007 年 『教室の環境と学習効率』（共著）建築資料研究社 
2008 年 『ヴァナキュラー建築居住環境性能』（単著）慶應義塾⼤学出版会 
2010 年 『低炭素社会におけるｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ』（共著）慶應義塾⼤学出版会 
2012 年 『スマート＆スリム未来都市構想』（単著）エネルギーフォーラム 
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ＳＷＨ最新成果報告１ 

演   題︓スマートウェルネス住宅に関する得られつつある医学的エビデンス 

ご講演者︓ 
伊⾹賀 俊治 ⽒ 

慶應義塾⼤学 理⼯学部 システムデザイン⼯学科 教授 

【略歴】 
1959 年東京⽣まれ。早稲⽥⼤学理⼯学部建築学科卒業、同⼤学院修了。（株）⽇建設計 環境計画室⻑、東
京⼤学助教授を経て、2006 年より慶應義塾⼤学 理⼯学部 システムデザイン⼯学科 教授。専⾨は建築・都市環
境⼯学。博⼠（⼯学）。主な研究課題は、『住環境が脳･循環器･呼吸器･運動器に及ぼす影響実測と疾病･介護
予防便益評価（科研費基盤 S）』。共著に『最⾼の環境建築をつくる⽅法』、『すこやかに住まう、すこやかに⽣きる、ゆ
すはら健康⻑寿の⾥づくりプロジェクト』など。 
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                               ＳＷＨ最新成果報告２                                     
 
 
 
演   題︓スマートウェルネス住宅の評価ツール 
 
 
ご講演者︓  

秋元 孝之 ⽒ 
 

芝浦⼯業⼤学 建築学部 建築学科 教授 
 

 
 

 
 

 
 

【略歴】 
1963 年東京都⽣まれ。1988 年早稲⽥⼤学⼤学院理⼯学研究科建設⼯学専攻修了。カリフォルニア⼤学バークレ
ー校環境計画研究所に留学。博⼠（⼯学）、⼀級建築⼠。清⽔建設株式会社、関東学院⼤学⼯学部建築学科
を経て、現在、芝浦⼯業⼤学建築学部建築学科教授。建築設備綜合協会会⻑。専⾨分野は建築設備、特に空気
調和設備および熱環境・空気環境。著書に「最新 建築設備⼯学」（共著、井上書院）、「サステイナブルハウジング」
（監修、東洋経済新報社）、「CASBEE ⼊⾨」（共著、⽇経 BP 社）、「基礎教材 建築設備」（監修、井上書
院）、「環境デザインマップ ⽇本」（監修、総合資格）、等がある。⽇本建築学会賞（論⽂）、空気調和・衛⽣⼯学
会賞技術賞、他。 
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パネルディスカッション

次世代スマートウェルネス住宅の理念構築におけるＳＤＧｓの枠組の活用 

司会: 北九州市立大学 国際環境工学部 建築デザイン学科 教授 

白石 靖幸 氏 

 

 

パネリスト 
国土交通省 住宅局 住宅総合整備課 住環境整備室長 

宿本 尚吾 氏 

（前出）    村上 周三 氏 

（前出）  伊香賀 俊治 氏 

（前出）    秋元 孝之 氏

1993 年建設省入省、住宅局、都市局、さいたま市、豊島区、国土交通省

住宅局住宅生産課等を経て、2019 年 7 月より現職。 

1970 年 福岡県生まれ。1997 年 早稲田大学大学院理工学研究科修士課程修了。 

1998 年より東京大学生産技術研究所の助手、2002 年に博士(工学)の学位を取得（東京大学）

後に、北九州市立大学国際環境工学部に講師として着任。2012 年に同所属の教授（現在に至る）。 

専門分野：建築・都市環境工学、建築設備工学 

主な著書に、「しくみがわかる建築環境工学-基礎から計画・制御まで-」、「建築環境工学実験

用教材」（いずれも共著）など。 
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に
係
る
記
載
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現
状

と
今

後
1

0
年

の
課

題

(6
)

マ
ン

シ
ョン

の
⽼

朽
化

・空
き

家
の

増
加

に
よ

り、
防

災
・治

安
・衛

⽣
⾯

等
で

の
課

題
が

顕
在

化
す

る
お

そ
れ

【マ
ン

シ
ョン

問
題

】
・旧
耐
震
基
準
時
代
に
建
設
され
た
マン
シ
ョン
ス
トッ
ク︓

約
10
6万

⼾

(4
)

少
⼦

⾼
齢

化
と⼈

⼝
減

少
が

、１
)⾼

齢
化

問
題

２
)空

き
家

問
題

３
)地

域
コミ

ュニ
テ

ィを
⽀

え
る

⼒
の

低
下

とい
った

住
宅

政
策

上
の

諸
問

題
の

根
本

的
な

要
因

【少
⼦

化
問

題
】

・希
望
出
⽣
率
1.
8に
対
して
1.
4の
現
状

(2
)

世
帯

数
の

減
少

に
よ

り空
き

家
が

さ
らに

増
加

【空
き

家
問

題
】

・平
成
31
年
の
5,
30
7万

世
帯
を
頂
点
に
世
帯
数
は
減
少
局
⾯
を迎

え
、令

和
7年

5,
24
4万

世
帯
の
⾒
込
み

・平
成
25
年
の
空
き
家
⼾
数
︓
約
82
0万

⼾
（
賃
貸
・売
却
⽤
等
以
外
︓
約
32
0万

⼾
）

(5
)

リフ
ォー

ム
・既

存
住

宅
流

通
等

の
住

宅
ス

トッ
ク

活
⽤

型
市

場
へ

の
転

換
の

遅
れ

・住
宅
リフ
ォー
ム
市
場
規
模
︓
平
成
20
年
約
6.
06
兆
円
→
平
成
25
年
約
7.
49
兆
円

・既
存
住
宅
取
引
数
︓
平
成
20
年

約
16
.7
万
⼾
→
平
成
25
年

約
16
.9
万
⼾

(1
)

少
⼦

⾼
齢

化
・⼈

⼝
減

少
の

急
速

な
進

展
。⼤

都
市

圏
に

お
け

る
後

期
⾼

齢
者

の
急

増
【⾼

齢
化

問
題

】
・後
期
⾼
齢
者
︓
平
成
22
年
約
1,
41
9万

⼈
→
令
和
7年

約
2,
17
9万

⼈
（
⾸
都
圏
︓
約
31
8万

⼈
→
約
57
2万

⼈
）

・⾼
齢
化
に
伴
い
⽣
活
保
護
受
給
世
帯
が
増
加
平
成
4年

約
59
万
世
帯
→
平
成
27
年
約
16
2万

世
帯

(3
)

地
域

の
コミ

ュニ
テ

ィが
希

薄
化

して
い

る
な

ど居
住

環
境

の
質

が
低

下
・⼀
般
路
線
バ
ス
の
路
線
廃
⽌
キ
ロ︓

平
成
21
年
〜
平
成
26
年
に
約
8,
05
3k
m

・鉄
軌
道
の
廃
線
︓
平
成
12
年
度
か
ら平

成
26
年
度
まで
に
37
路
線
、約

75
4k
m

②
住

宅
ス

トッ
ク

か
らの

視
点

③
産

業
・地

域
か

らの
視

点

①
居

住
者

か
らの

視
点

【新
計

画
の

基
本

的
な

⽅
針

】
①

住
宅

政
策

の
⽅

向
性

を
国

⺠
に

分
か

りや
す

く⽰
す

②
今
後
10
年
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策
を

多
様

な
視

点
に

⽴
って

⽰
し、

総
合

的
に

実
施

③
３

つ
の

視
点
か
ら、

８
つ

の
⽬

標
を
設
定

住
⽣

活
基

本
法

制
定

平
成
18
年
6⽉

住
⽣

活
基

本
計

画
（

全
国

計
画

）
今
後
⾒
直
しを
検
討

【計
画

期
間

(⾒
込

み
)】

令
和

3年
度

〜
令

和
12

年
度

住
⽣

活
基

本
計

画
（

全
国

計
画

）
平
成
28
年
3⽉

策
定

【計
画

期
間

】
平

成
28

年
度

〜
令

和
7年

度

お
お

む
ね

5年
毎

に
⾒

直
し

【
空

き
家

の
種

類
別
・
空
き
家

数
の
推

移
】

平
成
2
5
年

度
住

宅
・
土

地
統

計
調
査
（
総

務
省
）

【
後

期
高
齢

者
の
人
口

推
移
】

（
万

人
）

首
都
圏
：
東
京
都
、
埼

玉
県
、
神

奈
川

県
、
千

葉
県

国
立

社
会

保
障

・
人

口
問

題
研

究
所

「
日

本
の
将

来
推

計
人

口
（
平

成
2
4
年

1
月

推
計

）
」

1,
41

9
1,

64
6

1,
87

9
2,

17
9

42
50

41
41

35
2

39
8

44
8

46
0

18
2

21
2

26
8

31
8

11
.5
%

12
.2
%

13
.1
%

13
.5
%

0.
0

%

2.
0

%

4.
0

%

6.
0

%

8.
0

%

10
.0

%

12
.0

%

14
.0

%

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

二
次
的
住
宅

賃
貸
用
又
は
売
却
用
の
住
宅

そ
の
他
の
住
宅

空
き
家
率

57
6

65
9

75
7

82
0

H
10

 
 H

15
 

   
H

20
 

   
H

25

(万
戸
）

住
生
活
基
本
計
画
の
見
直
し
に
向
け
て
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